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大人の自覚を新たにした新成人の皆さん

新成人の皆さんおめでとうございます。
どんな時でも希望を捨てず、それぞれの目標を
もって進んでください。
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平
成
十
八
年
一
月
八
日
午
後
二

時
よ
り
、
洞
爺
村
で
最
後
と
な
る

成
人
式
が
洞
爺
村
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
対
象
者
二
十
三
名
の

う
ち
都
合
で
欠
席
さ
れ
た
四
名
を

除
く
十
九
名
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

が
出
席
さ
れ
る
と
と
も
に
、
父
母

や
来
賓
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
新

成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
は
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
が
父
母
や
来
賓

の
皆
さ
ん
の
拍
手
が
送

ら
れ
る
中
、
入
場
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
主
催
者
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
菊

地
村
長
よ
り
、「
皆
さ
ん

は
成
人
し
選
挙
権
な
ど

権
利
を
与
え
ら
れ
ま
す

が
、
同
時
に
大
人
と
し

て
責
任
あ
る
行
動
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
今
皆
さ

ん
は
人
生
で
い
ち
ば
ん

輝
い
て
い
る
と
き
で
す
。

多
く
の
人
と
出
会
い
、

友
人
を
た
く
さ
ん
つ
く

り
、
人
を
好
き
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
自
己
に

閉
じ
こ
も
っ
た
り
、
逃
避
せ
ず
、

堂
々
と
伸
び
伸
び
と
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
町

づ
く
り
や
納
得
で
き
る
世
の
中
を

つ
く
る
た
め
力
を
合
わ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
蓮
井
教
育
委
員
長
は
、「
現

在
の
日
本
は
壊
れ
て
い
る
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
今
後
若
い
皆
さ
ん

た
ち
が
国
を
立
て
直
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
よ
き
社

会
人
と
し
て
日
々
の
生
活
の
中
で
、

自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
少
し

で
も
周
り
の
こ
と
に
目
を
向
け
て

発
言
し
、
行
動
し
て
い
た
だ
き
た

い
。」と
若
い
世
代
へ
期
待
を
込
め

て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

佐
々
木
村
議
会
議
長
は
、「
日
本
が

優
れ
て
い
る
の
は
、
小
さ
な
努
力

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
国

民
性
に
あ
り
、
優
秀
な
国
民
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
洞
爺
で
育

て
ら
れ
た
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
、

社
会
で
大
き
く
花
開
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。」と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
成
人
一
人
ひ
と
り

が
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

し
て
今
後
の
抱
負
を
力
強
く
話
し
、

父
母
や
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

成
人
式
後
、
引
き
続
き
、
洞
爺

中
学
校
卒
業
時
の
担
任
の
傳
法
大

祐
氏
（
現
室
蘭
市
立
鶴
ヶ
崎
中
学

校
教
諭
）
が
祝
杯
の
音
頭
を
と
り
、

祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
恩
師
や

同
級
生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
、
懐
か
し
い
思
い
出
や
お
互

い
の
近
況
を
伝
え
合
う
な
ど
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▽
一
町
内

小
笠
原
紀
子

▽
二
町
内

野
田
奈
々
子

▽
四
町
内

木
村
　
明
穂

▽
五
町
内

佐
藤
　
文
枝

▽
緑
　
沢

小
西
　
和
也
、

宮
武
　
宣
臣
、
菖
蒲
川
裕
美

▽
美
沢
西

傳
　
　
将
紀
、
大
西
奈
津
美

▽
曙竹

田
　
竜
一
、
藤
川
　
聡
司

▽
成
　
香

小
野
寺
　
勲
、

及
川
　
　
大
、
小
山
　
陽
平
、

白
石
　
力
仙
、
田
中
　
賢
治

▽
香
　
川

田
中
　
　
健
、

矢
野
　
那
美
、
毛
利
　
智
寛

▽
大
　
原

大
廣
　
昭
彦
、

矢
野
　
隆
一
、
菊
地
　
紀
佳

▽
村
　
外

矢
元
　
聖
士
　

若い力を発揮し、さらなる成長で花開け若い力を発揮し、さらなる成長で花開け
洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式洞爺村成人式

一
人
ひ
と
り
が
今
後
の
抱
負
を
述
べ
る



災
害
の
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い
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式
典
で
は
、
西
胆
振
消
防
組
合

副
管
理
者
の
菊
地
村
長
よ
り
「
二

月
一
日
か
ら
西
胆
振
消
防
組
合
に

伊
達
市
が
加
入
し
、
消
防
が
広
域

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
三
月
二
十
七
日
に
は
、
洞

爺
村
と
虻
田
町
が
合
併
し
、
洞
爺

湖
町
が
誕
生
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
激
動
す
る
情
勢
に

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

に
は
、
火
災
や
災
害
か

ら
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
と
い
う
原
点
に

立
ち
、
そ
の
職
責
を
全

う
す
る
自
覚
の
も
と
に
、

日
頃
の
訓
練
に
努
め
ら

れ
、
住
民
生
活
の
安
全
、

防
災
意
識
の
高
揚
に
、

な
お
一
層
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
的
に
、

パ
キ
ス
タ
ン
地
震
や
ア

メ
リ
カ
の
ハ
リ
ケ
ー
ン

な
ど
の
大
災
害
、
全
国

的
に
も
台
風
や
洪
水
、

地
震
、
大
雪
な
ど
の
自
然
災
害
や

Ｊ
Ｒ
脱
線
事
故
な
ど
の
大
災
害
が

頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
本
村
に
お

い
て
も
建
物
火
災
で
の
住
宅
全
焼

や
大
雨
に
よ
る
土
砂
流
出
被
害
な

ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
年
こ
そ

は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
の
な
い
平

和
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。」と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
佐
伯
団
長
よ
り

「
消
防
の
広
域
再
編
に
よ
り
洞
爺
消

防
団
は
、
洞
爺
湖
消
防
団
三
、
四

分
団
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年

に
お
い
て
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ

る
災
害
が
増
え
、
村
内
に
お
い
て

も
大
雨
に
よ
る
崖
く
ず
れ
や
土
砂

流
出
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
然
災
害
や
火
災
な

ど
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、
団
員

一
同
、
活
動
技
術
を
高
め
て
ま
い

り
た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
勤
続
等
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

団
　
員
　
大
西
　
俊
則

▼
三
十
年
勤
続

副
団
長
　
矢
野
　
克
典

▼
功
績
章

副
団
長
　
森
川
　
光
一

◇
洞
爺
村
長
表
彰

︵
特
別
感
謝
状
︶

▼
二
十
年
勤
続

班
　
長
　
藤
川
　
栄
治

団
　
員
　
大
西
　
俊
則

◇
西
胆
振
消
防
組
合
管
理
者

表
彰

▼
二
十
年
勤
続

班
　
長
　
藤
川
　
栄
治

団
　
員
　
大
西
　
俊
則

▼
三
十
年
勤
続

副
団
長
　
矢
野
　
克
典

◇
西
胆
振
消
防
組
合
消
防
長

表
彰

▼
精
勤
賞

班
　
長
　
宮
武
紀
代
子

団
　
員
　
南
出
由
美
子

表
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

◇
北
海
道
知
事
表
彰

▼
十
年
勤
続

班
　
長
　
宮
武
紀
代
子

団
　
員
　
大
廣
　
芳
博

南
出
由
美
子

大
西
　
由
美

星
　
　
直
美

和
泉
奈
津
江

▼
二
十
年
勤
続

班
　
長
　
藤
川
　
栄
治

団
　
員
　
大
西
　
俊
則

◇
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

▼
十
年
勤
続

班
　
長
　
宮
武
紀
代
子

団
　
員
　
大
廣
　
芳
博

和
泉
　
新
一

南
出
由
美
子

大
西
　
由
美

星
　
　
直
美

和
泉
奈
津
江

▼
二
十
年
勤
続

班
　
長
　
藤
川
　
栄
治

一
月
七
日
、
新
春
恒
例
の
洞
爺

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
四
十
分
、
団
員
と
職

員
、
消
防
車
両
が
洞
爺
支
署
を
出

発
し
、
市
街
地
を
通
り
総
合
セ
ン

タ
ー
ま
で
防
火
を
呼
び
か
け
な
が

ら
街
頭
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

表彰を受ける団員の皆さん
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こんな事業に

取り組んでいます
村は

とうや小学校の校章及び校歌が決まりました

小学校の適正配置について、小学校統合検討協議会を立ち上げるなど、統合に当たっての課
題解決や準備を進めてきましたが、新生小学校となる『とうや小学校』の校章及び校歌が次の
とおり決まりました。
校章については、村の象徴や子どもの未来をデザインしており、校歌については、テンポの
よい明るいメロディーの曲となっていますので、子どもたちにすぐ馴染んでもらえるものと期
待しているところです。

（１）校章

製作者：池
いけ

田
だ

信
しん

（グラフィックデザイナー）

デザインコンセプトの概要

花のような外形は、それぞれ築き上げてきた伝統を持つ４つの小学校が融合し誕
生した「とうや小学校」を表しており、大地にしっかりと立ち、未来に向けて両手
を思いっきり伸ばした子どもの姿をシンボリックにデザインされています。
色彩については次のとおりとなっています。

ブ ル ー：洞爺湖、とうやの子の知性
グリーン：老三樹、洞爺村を見守る羊蹄山、

とうやの子の優しさ
レ ッ ド：とうやの子の持つ強さ、

未来を拓く情熱
シルバー：雪

（２）校歌

作詞：藤田　咲美

（香川小学校校長）
作曲：花坂　しづ

（留寿都中学校音楽教諭）
（元洞爺中学校音楽教諭）

作詞の意図
洞爺村の風景と子ども達への
願いを込めて作詞しています。

教育委員会

と
う
や
小
学
校
　
校
歌

一
、
緑
の
風
が
　
み
ず
う
み
に

さ
ざ
波
立
て
て
　
吹
い
て
い
る

今
日
も
元
気
に
　
声
高
く

ひ
び
き
合
わ
せ
て
　
す
ご
そ
う
よ

明
る
く
学
ぶ
　
と
う
や
の
子

二
、
桜
と
せ
ん
と
　
桑
の
木
が

支
え
て
く
れ
た
　
遠
い
日
々

は
る
か
な
心
　
受
け
つ
い
で

励
ま
し
合
っ
て
　
す
ご
そ
う
よ

強
く
生
き
る
　
と
う
や
の
子

三
、
ほ
ほ
え
み
か
け
る
　
え
ぞ
富
士
に

大
地
と
空
が
　
続
い
て
い
る

明
日
を
つ
く
る
　
夢
広
げ

希
望
を
持
っ
て
　
す
ご
そ
う
よ

未
来
を
拓
く
と
う
や
の
子
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洞
爺
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
実
現
す
る
た
め
「
い
き
い
き
事

業
」
と
し
て
各
種
教
室
を
、
い
き

が
い
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

一
月
二
十
三
日
は
、
書
道
の
教

室
が
行
わ
れ
、
講
師
の
天
野
武
夫

さ
ん
は
、「
来
る
人
は
年
賀
状
を
筆

で
書
き
た
い
、
き
れ
い
な
字
を
書

き
た
い
と
言
う
。
漢
字
を
組
み
立

て
る
点
と
画
を
練
習
す
れ
ば
、
後

は
形
を
整
え
れ
ば
美
し
い
字
が
書

け
る
。
と
に
か
く
繰
り
返
し
書
く

こ
と
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
続
け

て
ほ
し
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

時
々
質
問
し
た
り
指
導
を
受
け
な

が
ら
基
本
的
な
点
や
画
、
基
本
と

な
る
字
を
繰
り
返
し
熱
心
に
書
き

続
け
て
い
ま
し
た
。

誰
で
も
時
に
は
、
も
っ
と
き
れ

い
な
字
を
書
き
た
い
と
思
う
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
月
二
回

一
時
間
半
行
わ
れ
て
お
り
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

一
月
二
十
四
日
は
、
鈴
木
孝
さ

ん
を
講
師
と
し
て
切
り
絵
教
室
が

開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

初
め
て
の
参
加
者
を
含
む
七
名
の

皆
さ
ん
が
、
講
師
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
切
り
絵
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

長
く
続
け
て
い
る
小
学
生
た
ち

は
、
独
自
に
細
か
い
作
業
を
続
け

る
か
た
わ
ら
、
初
め
て
の
皆
さ
ん

も
、
最
初
に
ア
ー
ト
カ
ッ
タ
ー
で
、

基
本
的
な
紙
の
切
り
取
り
方
を
教

わ
り
練
習
し
た
後
、
課
題
の
バ
ラ

の
花
の
切
り
絵
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
細
か
い
部
分
に
苦
労
し
な
が

ら
も
、
二
時
間
の
時
間
内
で
作
品

を
仕
上
げ
て
、「
面
白
い
」
と
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。

切
り
絵
は
、「
黒
の
芸
術
」
と
も

言
わ
れ
、
練
習
次
第
で
黒
だ
け
で

立
体
感
を
出
し
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ

ん
も
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

い
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で
﹁
い
き
い
き
事
業
﹂

洞
爺
村
社
会
福
祉
協
議
会

集中して基本的な筆使いの練習に励む

細かい部分は、より慎重に作業を進める

美
し
い
字
を
書
き
た
い

書
道
教
室

黒
の
芸
術

切
り
絵
教
室

寒
さ
に
負
け
な
い
ぞ

村
民
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

教
育
委
員
会
と
洞
爺
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
の
共
催
に
よ
る
村

民
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室
が
、

一
月
十
、
十
三
、
十
七
、
二

十
日
の
四
回
に
わ
た
り
、
ル

ス
ツ
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

厳
寒
の
こ
の
時
期
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
す
が
、

七
十
名
を
越
え
る
参
加
が
あ

り
、
人
気
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
年
代
の
参
加
が
あ
り
、

洞
爺
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
先
生

方
の
わ
か
り
や
す
い
指
導
の

も
と
熱
心
に
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
は
雪
の
降
る
中
で
の

教
室
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
か
ら
は
ス
キ
ー
が
う
ま

く
な
り
た
い
と
い
う
情
熱
と
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
や
る
気

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

寒
さ
に
負
け
ず
頑
張
る



☆平成17年７月13日生まれ

☆長男　☆３町内

お父さん お母さん

慎一さん

力強く、たくましく育って
ほしいと願って名付けまし
た。

有希さん

木村　凌也
りょうや

くん

誰にでもやさしくできる元気
な子に育ってほしいです。

☆平成17年７月23日生まれ

☆次男　☆４町内

お父さん お母さん

隆文さん

大暑に生まれたので、「夏」
を使って、呼びやすい名前
にしました。

奈緒美さん

三浦　夏維
か い

くん

健康でやさしく、たくましい子
になってください。

軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く軽快なサウンド「水の駅」に響く

矢
野
　
榮
吉
さ
ん

12
月
30
日
死
去
　
73
歳

香
　
川

糸
田
　
菊
江
さ
ん

１
月
４
日
死
去
　
94
歳

５
町
内

野
田
　
ユ
イ
子
さ
ん

１
月
10
日
死
去
　
72
歳

２
町
内

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

洞中吹奏楽部ウィンターコンサート

一
月
二
十
一
日
、
洞
爺
水
の
駅
で

洞
爺
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
ウ
ィ
ン
タ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
洞
爺
観
光
協
会
、

洞
爺
中
学
校
吹
奏
楽
部
父
母
の
会
の

後
援
で
開
か
れ
、
九
十
人
あ
ま
り
の

村
民
な
ど
が
詰

め
掛
け
、
軽
快

な
サ
ウ
ン
ド
を

楽
し
み
ま
し
た
。

洞
爺
中
学
校

吹
奏
楽
部
は
、

平
成
十
六
年
度

に
三
十
数
年
ぶ

り
に
再
発
足
さ

れ
、
学
校
祭
や

文
化
祭
、
村
内

外
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
演
奏
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
三
年
生
が
引
退
し
、
一
、

二
年
生
の
十
名
と
顧
問
二
名
で
の
演

奏
と
な
り
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向

け
て
冬
休
み
中
も
練
習
を
重
ね
、
そ

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ラ
デ
ツ
キ
ー

行
進
曲
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
を
始

め
、
ア
ニ
メ
や
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
曲
、
演

歌
メ
ド
レ
ー
な
ど
を
演
奏
し
、
来
場

者
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、

ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
ヒ
ッ
ト
し
た
「
恋
の

マ
イ
ア
ヒ
」
の
演
奏
で
は
、
歌
い
な

が
ら
、
踊
り
だ
す
子
ど
も
た
ち
も
い

ま
し
た
。

広
報
と
う
や
三
月
号

発
行
に
つ
い
て

村
民
の
皆
様
、
い
つ
も
「
広

報
と
う
や
」
を
ご
覧
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
四
十
一
年
一
月
号
よ
り

発
行
さ
れ
た「
広
報
と
う
や
」も

虻
田
町
と
の
合
併
に
よ
り
次
号

で
最
終
号
と
な
り
ま
す
。

最
終
号
は
二
月
・
三
月
の
洞

爺
村
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

載
せ
、
通
常
三
月
十
日
発
行
の

と
こ
ろ
を
三
月
二
十
五
日
頃
、

発
行
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

6

練
習
の
成
果
を
披
露
す
る


